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  １．５つの養生法と養生法の継続 
  ２．薬の用い方 
  ３．医者の選び方・対応の仕方 
  ４．知っておきたい看病の方法 
 Ⅳ．江戸時代の人々に学ぶ看病の知恵 
  １．平野重誠が提唱する養生法 
  ２．薬に頼らない 
  ３．医療をうまく活用する 
  ４．在宅での看病 
 Ⅴ．おわりに 



























































































































































































































 (2) 急な病気のとき 
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